



















































た，David Brody が指摘する 20 世紀末までのアメリカ労働運動の歴史を貫く特質（手段主義的な
政治関与，共和主義的伝統と真水主義的伝統の相克・妥協，職場協約主義）を考察し，21 世紀の労
働運動にとって「共和主義の伝統とその現代的表現」が運動を形作る重要な要因だと論じる。
　本特集の 5 つの論文は，トランプ政権の誕生の要因を様々な視点から分析するが，同政権に象徴
されるアメリカ政治の右傾化に対抗するためには，労働運動の再活性化が重要であると示唆するこ
とでおおむね共通している。ただし，再活性化した労働運動は，白人労働者の「古き良き時代」を
取り戻すものではなく，アメリカ社会に根深く残る人種間，ジェンダー間の権力関係の克服を目指
すものでなければならない。
 （すずき・あきら　法政大学大原社会問題研究所教授）　
